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日本陸水学会東海支部会 
第 18 回総会・第 17 回研究発表会のご案内 

 
今年度の総会・研究発表会を 2 月 21 日（土）、22 日（日）に下記の要領で開催し

ます。参加を希望される方は、4 ページ目の用紙に必要事項を記入のうえ、FAX も

しくはメール にてお申込ください。なお、メール申込の場合も、4 ページ目の「参

加申込書」と同じ内容を送付ください（件名を「陸水学会東海支部会総会申込」と

してください）。メールでの申込をされた方には、受付済であることをお知らせする

メールを配信しますので、申込をしたにも関わらず、メールが届かない方は、直接

電話などでお問い合わせください。 
 
今年は参加申込と要旨提出を同時に受付け、〆切を 1 月 31 日（土） とさせてい

ただきます。要旨は A4 版 1 ページの word ファイル（様式は陸水学会年会の要旨に

準ずる）とします。発表時間は題目数によって変わりますが 15 分前後（発表 10 分， 
質疑 5 分） を予定しています。研究成果報告だけでなく、研究提案や相談などの発

表でも結構です。年度末のお忙しい最中とは存じますが、ふるってご参加ください

ますよう、お願いいたします。 
 

◆日時：2015 年 2 月 21 日（土）昼頃（13:00 開始を予定）～ 22 日（日）昼頃 
（口頭発表の演題数等によって 2 日目の午後にずれ込む可能性があります。） 
一日目の研究発表会後に総会を行い、その後懇親会を行います。また、二日目 
の終了後に周辺施設の見学も予定しています（内容調整中）。 
 
 

 

日本陸水学会東海支部会 
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◆場所：東海大学社会教育センター 三保研修館 
〒424-0901 静岡県静岡市清水区三保 2438，TEL 054-335-3315 
（http://www.shizuoka-cvb.or.jp/c_shisetsu/shosai.php?id=52） 

地図 

  

  

 

東海海大学社会教育センター

三保研修館 （会場） 

東海大三保水族館 

バス停 
【会場】 

東海大 三保研修館 
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◆交通手段： 
 
 ①公共交通機関を利用する場合 

2 月 21 日（土）の 13:00 開始を予定していますので、清水駅のバス乗り場３番乗

り場から三保水族館行きに乗り終点「三保水族館」で下車．徒歩１分．（11：39 発

→12：06 着，最終 12：27 発→12：54 着）。遅れて参加される方は清水駅発 13:15, 14:03, 
14:15 のバス等を利用して下さい。時刻表は以下の URL を参照ください。 
http://data.justline.co.jp/nanj/table.do?busstopcode=20005&dataType=2&polecod
e=3&paperNumber=2 

 
 ②自家用車を利用する場合 

東名高速道路「清水 IC」出て左折し、国道１号線（静清バイパス）に合流。「庵

原」交差点を右折し、国道１号線の「袖師」交差点を直進。突き当りの交差点を

右折し、しばらく道なりに進む。「駒越東町」の交差点を左折し、県道 199 号を進

むと東海大三保水族館付近に着きますので、前頁の地図を参考に会場までお越し

ください。会場には無料駐車場があります。 
 
 
◆参加費（予定）： 

・宿泊（1 泊 2 食、懇親会付） 
一般：12,000 円、学生・年金受給者：6,000 円 

・日帰り（研究発表会、総会のみ） 
  一般：2,000 円、学生・年金受給者：2,000 円 
 
※日帰り（懇親会付）については別途ご相談ください。 

相談先：谷口 智雅 まで（連絡先は以下を参照下さい） 
 
 
◆申込先（次ページに申込書）および要旨提出先（次々ページ以降に要旨提出要領）： 
 
日本陸水学会東海支部会 谷口 智雅 
TEL & FAX: 059-231-9152（直通） 
〒518-8507 三重県津市栗真町屋 1577 三重大学人文学部 
E-mail：taniguchi@human.mie-u.ac.jp 
（※メール申込の場合は、件名を「陸水学会東海支部会総会申込」として下さい） 
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日本陸水学会東海支部会 
住所：〒514-8507 三重県津市栗真町屋町 1577 

三重大学人文学部 谷口 智雅 
TEL & FAX: 059-231-9152（直通） 
Mail：taniguchi@human.mie-u.ac.jp 

（※ メール申込の場合は、件名を「陸水学会東海支部会総会申込」として下さい） 
 

2014年度 日本陸水学会東海支部会総会・研究発表会 参加申込書 

1月31日（土）締切 

１． 参加者情報： 

・ 氏 名                      （ 男 ・ 女 ） 

・ 所 属                                

・ 参加区分（いずれかに〇） 

1：一般、  2：学生、   3：年金で生計を立てられている方 

・ 連絡先 

住  所                               

                                   

電話番号                               

電子メール                              

 

２．参加形態について 

・ 宿 泊（いずれかに〇）※：   有  ・  無 

・ 懇親会のみ（いずれかに〇）：  参加  ・ 不参加 

・ 発表会のみ（いずれかに〇）：  参加  ・ 不参加 

  ※宿泊される方は、発表会・懇親会の参加も含まれています 

 

３．発表（いずれかに〇）：  有  ・  無 （有の場合は発表演題を記入ください） 

・ 発表演題                               

・ 発表者名                               

 
 
４．来場方法（いずれかに○） 

自家用車を利用 ・ 公共交通機関を利用 
 
 
 

※ 申込みだけでなく、要旨提出も 1 月 31 日（土）が締切です。 
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日本陸水学会東海支部会 第 17 回研究発表会 講演要旨執筆要領  
 

1. 原稿の形式  
1) 講演要旨原稿は，MS WORD 形式（Windows）で作成した電子データにて、E-mail

にてご提出下さい。印刷又は手書きの原稿しか用意できない方は、下記の提出

先に、一度、ご相談ください。 

締切は参加申し込みと同様に、1 月 31 日（土）とさせて頂きます。 

 
■  要旨提出先： 

日本陸水学会東海支部会 谷口 智雅 
送付先メールアドレス：taniguchi@human.mie-u.ac.jp 
連絡先：059-231-9152 （TEL & FAX） 
（メールの方が連絡がつきやすいです。） 
※メールのタイトルに「東海支部会要旨」と明記してください。 

 
2) 用紙のサイズは，A4 版に限ります。 
3) 原稿枚数は，1 演題につき 1 枚です。 
4) 講演要旨集は白黒印刷となります。 

 
2. 要旨原稿の作成方法  

1) 要旨原稿の作成は，次ページの執筆例に必ず従って，以下の点に十分にご注意下

さい 
2) 用紙（A4）は必ず，上 20 mm,  下 25 mm，左右 20 mm，の余白を取り，その

枠内に文書及び図表を収めて下さい。 
3) 演題，発表者氏名，所属は，上から 6 行以内にご記入下さい。 
4) 演題および演者は，「日本陸水学会東海支部会総会・研究発表会 参加申込書」（p4）

と同一にして下さい。 
5) 連名の場合は，講演者の氏名の左肩に（*）印を付けて下さい。連名者が多い場合

は，所属毎に改行せずに続けてご記入下さい。氏名及び所属に関する文字は，必

ず MS 明朝（10 ポイント）を指定下さい。 
6) 演題は，MS ゴシック（13 ポイント）を指定して下さい。 
7) 講演番号を記入するため，1～4 行目は左側 40 mm を必ず空白にして下さい。 
8) 本文は 2 段組とし，はじめに，材料と方法，結果，考察の項に分け，それぞれの

文頭にこれらを小見出しとして明示して下さい。研究内容によりこれらの項目に

分け難い場合には，項目の一部省略も可能とします。 
9) 小見出し（はじめに，材料と方法，結果，考察等）は，必ず MS ゴシック（10 ポ

イント）を指定して下さい。 
10) 本文の日本語は MS 明朝（10 ポイント），英数字は Times New Roman（10 ポ

イント）を必ず使用して作成して下さい。 
11) 図表を載せる場合には，小さな文字や図は避けて下さい（大会事務局や印刷業者

では，図表や写真に関しては特別な処理は行いません）。 
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テキストの特別価格での販売について 
「身近な水の環境科学[実習・測定編]―自然のしくみを調べるために―」 

 
陸の水（No.65）でもご案内させていただきました

が，当会が編集担当のテキスト（右図）が 2014 年 6
月に発刊されました． 

 
書名：身近な水の環境科学［実習・測定編］ 

─自然のしくみを調べるために─ 
著者：日本陸水学会東海支部会（編） 
体裁：A5 判ソフトカバー、192 ページ 
刊行日：2014 年 06 月 20 日 
ISBN：978-4-254-18047-3 C3040 
定価：2,916 円（本体 2,700 円＋税） 
   → 特別価格 2,500 円 
 
会員の皆様には，この本を特別価格 2,500 円 
（郵送料込）で購入いただけます．ご希望の方は、谷口（taniguchi@human.mie-u.ac.jp）

まで郵送先と購入部数を記して申し込み頂き、以下の振込先まで代金をお支払い下さい。

入金を確認次第、郵送させて頂きます。 
※ 研究発表会の際に直接購入も可能です。 

 
【振込先】 

ゆうちょ銀行 記号 12120-2 番号 73385891 
名前 日本陸水学会東海支部会 
 
（他の金融機関からお振込みの場合） 
ゆうちょ銀行 店名ニ一八(ヨミ；ニイチハチ) 店番 218  
普通預金 7338589 
カナ氏名(受取人名) ニホンリクスイガツカイトウカイシブカイ 

 
 
河川や湖沼の地形、水理、水質、生物に関する野外調査や室内分析を対象として、計

測事例を含め、実施手順が簡易に記載されています。比較的廉価な機器による方法を中

心に紹介しているのも特徴的です。文・理系を問わず、これから研究に着手しようとさ

れている方はもちろん、大学・高専・専門学校などでの実習や市民調査の手引としても

活用いただけると思います。この機会にぜひご購入ください。 
************************************************************************** 
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会費納入のお願い  

納入方法として、下記ゆうちょ銀行への振込、もしくは談話会や研究発表会などで

の直接的なお支払いも受け付けております。ゆうちょ口座から通帳かカードで ATM 
振込だと手数料無料となります（ATM 送金料金が無料となるサービス期間は平成 26
年 9 月 30 日までだそうです）。会費納入状況が不明な場合は事務局までご照会くださ

い。2 年度分の会費が未納の方は、規約に従い、翌年度には自動的に退会となります

のでご承知おきください。その際も、未納会費 2 年分のお支払いをお願いしておりま

す。 
 
年会費：一般 2,000 円、学生（大学生以上）1,000 円、高校生以下は無料、 

団体 4,000 円、家族 3,000 円 
 

振込先が変わりましたので、ご注意ください！ 
 
＜ゆうちょ銀行からお振込みの場合＞ 

記号：12120-2 番号：73385891 
名前：日本陸水学会東海支部会 
 

＜他の金融機関からお振込みの場合＞ 
銀行名:ゆうちょ銀行 
店名：二一八（読み ニイチハチ） 店番：２１８ 

預金種目：普通預金 口座番号：7338589 

 
カナ氏名（受取人名）：ニホンリクスイガツカイトウカイシブカイ 

（カナ氏名は、システム上小文字を大文字にする等、一部変換して表示しています。） 
*************************************************************************** 

 

編集後記 

 
今号では、研究発表会のお知らせを掲載しました。多くの研究内容を知るだけでな

く、たくさんの方と知り合える絶好の機会になると思います。年度末に近くお忙しい

時期とは思いますが，ふるってご参加いただければ幸いです。 
 
今年は寒い日が多く平野部でも多く雪が降りました。会員の皆様も風邪などひかれ

ませんよう、どうぞご自愛ください。 
（小野田幸生） 

 


